
熊谷市明日の農業担い手育成塾入門研修実施要領
　（目的）

第１条　この要領は、農業に強い関心を持ち、将来は熊谷市内で就農を考える者で、農業経験が少ない者を対象に、基礎となる農作業及び農作業栽培の経験を積むことができるよう、協力農家のもとで農業を研修する機会を提供する。また、この研修を基礎として新規就農を希望した者を、熊谷市明日の農業担い手育成塾（以下、担い手塾という）への入塾を認め、新規就農に向けた実践研修の足掛かりとする。
　（対象者）
第２条　将来、熊谷市内での就農を目指す者で、次に掲げる要件を満たしているもの
とする。
⑴　受講申込時の年齢が概ね６０歳未満であること。
⑵　熊谷市内外を問わない。
⑶　入門研修受講終了後、担い手塾へ入塾して就農に向けた実践研修を行う意思
があること。
（受講資格）
第３条　入門研修の対象者の受講資格は次のとおりとする。
⑴　過去の農業経験が少ない、研修期間が短いなど、研修が必要と認められ
ること。
　⑵　熊谷市外在住の場合、就農時に熊谷市内に居住可能であること。
　⑶　農作業が可能な体力を有していること。
　⑷　普通運転免許を有していること。
　（研修期間）

第４条　入門研修の研修する期間は、原則として１年以内とする。
　（研修内容）

第５条　入門研修の研修内容は次のとおりとする。
　⑴　受入農家のもとで、基礎的な農作業及び作物の栽培管理並びに収穫調整
等に至る過程を学ぶものとする。
　⑵　熊谷市内で農業を行っていく上で必要な地域社会での人づきあいやコミュニケーションづくり。
　（研修先農家）

第６条　入門研修の研修先農家は、担い手塾に指定された受入農家等及び農業法人等とする。
　（研修申込書）
第７条　研修受講希望者は、担い手塾入門研修申込書（様式１）を担い手塾へ提出する。
（受講の可否）
第８条　入門研修の研修受講の可否決定は、熊谷市明日の担い手育成塾研修認定委員会（以下、認定委員会という）にて書類及び面談による審査を実施し可否を決定する。なお、受講決定に際し、研修受講者は誓約書（様式２）を提出する。
　（覚書の締結）
第９条　熊谷市農業振興課は研修受入農家を選定し、研修受講者との面談を行った上で、入門研修の実施に関する覚書（様式３）を研修前に締結する。
　（研修費用等）
第１０条　入門研修の受講料は塾長が別に定める。また、研修受講生の農作業等の労働に伴う対価は支払わないものとする。
２　研修場所までの交通費（ガソリン代など）等は自己負担とする。
　（入門研修報告）
第１１条　研修受講者は入門研修の期間中、日々の研修状況について研修受講記録（様式４の別紙）を作成し、研修受入農家から記録を確認してもらい、さらに入門研修受講報告書（様式４）に研修受入農家から所感等記入してもらってから、担い手塾へ提出するものとする。
　（研修終了後）
第１２条　入門研修の終了に際し研修受入農家は、担い手塾入塾候補者推薦書（様式５）を担い手塾へ提出するものとする。
　（その他）
第１３条　この要領に定めるもののほか、入門研修の運営に関して必要な事項は、塾長が決定する。

　　附則

　この要領は、令和４年８月１日から施行する。

様式一覧
１　研修申込　　（様式１）入門研修申込書
２　研修入塾　　（様式２）誓約書
３　研修合意　　（様式３）入門研修の実施に関する覚書
４　研修報告書　（様式４－１）入門研修受講報告書
５　研修報告書　（様式４－２）研修受講状況報告書
６　研修報告書　（様式４－３）研修受講記録
７　入塾推薦　　（様式５）入塾候補者推薦書
様式１
熊谷市明日の農業担い手育成塾入門研修申込書

年　　月　　日

熊谷市明日の農業担い手育成塾長　様
　私は、「熊谷市明日の農業担い手育成塾入門研修」を受講したいので、下記のとおり申し込みます。
	ふりがな
氏　　名
	

	現住所
	〒　　－


	電話番号
	自宅電話
携帯電話

	生年月日
	昭和・平成　　　年　　　月　　　日生
年齢（申込時）　　　　歳

	出身地
	　　　都・道・府・県　　　　　市・町・村（農家・非農家）

	最終学歴
	１　大学　２　短期大学　３　専門学校　４　高校　５　その他

	現在の職業
	１　会社員　２　自営業　３　公務員　４　アルバイト
５　学生　　６　無職　　７　その他（　　　　　　　　　　　）

	健康状態
	１　良好　２　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	これまでの農業経験
	１　実家・親戚等の手伝い程度　２　家庭菜園・市民農園程度
３　学校の実習程度　４　経験無し　５その他（　　　　　　　　）

	資格免許
	運転免許　１　有（普通・準中型・中型・大型・大型特殊〔　　　〕）
　　　　　２　無（運転免許取得見込み　有・無　）

	家族構成
	１　独身　２　既婚　　　家族　　　　人

	家族の同意
	１　同意を得ている　　　　２　同意を得ていない
３　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	受講を希望する作物
	１　米麦　　２　野菜（露地）　３　野菜（施設）　
４　果樹（　　　　）　５　その他（　　　　　　　　）


※該当項目に〇印を付し、その他については、具体的に記入してください。
様式２
誓約書
　熊谷市明日の農業担い手育成塾長　様
　私は、熊谷市明日の農業担い手育成塾入門研修受講に際して、将来の就農を目指し基礎的な農作業及び作物の栽培管理等の経験を積むために、研修受講者として意欲と熱意をもって努力するとともに、下記の事項を遵守して研修することを誓います。
記

１　研修受入農家の方の指導・助言等及び市事務局の指示・方針等を真摯に受け止め、謙虚な姿勢で研修に励みます。
２　研修受入農家のご家族を含む皆様や研修する地域の方々に対して、研修に協力していただいていることに感謝し、日頃からあいさつや会話等を通じて積極的なコミュニケーションを図り、良好な関係を築けるよう励みます。
３　本誓約書の事項に反した時は、研修を中止させられても異議申し立てはしません。
４　研修中に知りえた研修受入農家等の個人情報については守秘義務を厳守いたします。

以上
　　　　年　　月　　日
住　　所
氏　　名
電話番号
様式３
熊谷市明日の農業担い手育成塾入門研修の実施に関する覚書

研修受入農家　　　　　　　　（以下、甲という）と研修受講者　　　　　　　　
（以下、乙という）及び熊谷市明日の農業担い手育成塾（以下、丙という）は、熊谷市明日の農業担い手育成塾入門研修の実施に関し、次のとおり覚書を締結する。
（目的）
第１条　この覚書は、丙が実施する熊谷市明日の農業担い手育成塾入門研修における研修受講者の受入れに関し、甲及び乙がそれぞれお互いの信頼と協力のもと、入門研修の目的を達成するため必要な事項について定める。
（研修期間）
第２条　研修期間は、　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日までと
する。
（研修時間等）
第３条　研修時間及び休日等は甲の勤務態勢に準じるものとし、繁忙期及び農作業
の状況によっては甲乙協議の上、変更できるものとし丙は円滑に研修できるよう
支援する。
（研修内容）
第４条　研修内容は、研修作物　　　　　　　　　の栽培管理から収穫調整に至る
過程における管理作業等への従事を通じた甲の下での農家実習とする。
（甲の役割）
第５条　甲は、第４条に定める農家実習を通じて、乙に対し次に掲げる研修作物の栽培管理に必要な技術及び知識の習得のための指導を行う。
　⑴　研修作物に係る基礎的な管理作業に関すること。
　⑵　研修作物の栽培管理上の基礎知識に関すること。
　⑶　農業機械の基本的な操作及び農業用資材・農具等の利用に関すること。
　⑷　地域との関わりに関すること。
　⑸　その他乙が基礎的な農作業及び作物の栽培管理等の経験を積む上で、甲が特
に必要と認める事項についての指導に関すること。
（乙の責務）
第６条　乙は、研修作物の基礎的な栽培管理等の経験を積むために、前条に掲げる
甲の下での農家実習においては、甲からの指導・助言に対し真摯に受け止め、謙
虚な姿勢で研修に励まなければならない。
２　乙は、甲及び甲のご家族の方や地域の方々に対しては、日頃からあいさつ
や会話等を通して積極的にコミュニケーションづくりを心掛けなければなら
ない。
３　乙は、入門研修で得た経験・知識・技術を将来の就農に役立てられるよう、
意欲と熱意をもって努力しなければならない。
４　乙は農業機械及び農業用施設・設備等その他甲の財産については、善良な
管理者として細心の注意を払い、これらを滅失・毀損することのないよう使
用し、管理しなければならない。
（丙の役割）
第７条　丙は、この覚書に定められた入門研修の実施にあたり、甲及び乙との二者間における諸問題に対し、総合的な調整及び支援を行うものとする。
２　丙は、甲及び乙との二者間の良好な関係を保つため、必要に応じてコミュニケーションの場を設定し、研修の受講状況等に関する意見交換を実施するものとする。
（費用負担）
第８条　研修期間中の研修に関する乙の受講料は月額２，５００円とする。また、乙の農作業等の労働に伴う対価は支払わないものとする。
第９条　研修実施中における乙の傷害等（作業中の傷害及び事故等）については、乙の責任において処理するものとする。
（損害等）
第１０条　乙の重大な過失により、甲に対し多大な損害を与えた場合は、乙の
責任において補償等を行うものとする。
（研修受講報告）
第１１条　乙は、研修期間中、入門研修の受講状況について、熊谷市明日の農業
担い手育成塾入門研修受講報告書を作成し、甲による確認を経て丙へ提出しなけ
ればならない。
（入塾推薦）
第１２条　甲は、入門研修の期間満了に際し、乙の研修修了が適当であり、かつ担
い手塾への入塾が妥当であると認めるときは、担い手塾入塾推薦書を丙へ提出す
るものとする。
（その他）
第１３条　本覚書に定めのない事項、又は本覚書の各条項について疑義が生じたときは、甲乙丙の間で誠意をもって協議の上、決定するものとする。
　
この覚書の成立を証するため、本覚書３通を作成し、甲乙丙が記名押印の上、各自一通を保有する。
年　　月　　日
甲　（研修受入農家）
　　　　　　　　　　　　　　住所
氏名　　　　　　　　　　　　　　印
乙　（研修受講者）
　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　印
丙　（担い手塾）
　　　　　　　　　　　　　　熊谷市弥藤吾２４５０
　　　　　　　　　　　　　　熊谷市明日の農業担い手育成塾
　　　　　　　　　　　　　　塾長　　　　　　　　　　　　　　印
様式４－１
熊谷市明日の農業担い手育成塾入門研修受講報告書
年　　　月　　　日
熊谷市明日の農業担い手育成塾　塾長　様
（研修受講者）
住　　所
氏　　名
電話番号
熊谷市明日の農業担い手育成塾入門研修の受講状況について、資料を添えて報告します。
記

１　添付資料
（１）研修受講状況報告書　別紙　様式４－２のとおり
（２）研修受講記録　　　　別紙　様式４－３のとおり
様式４－２（研修受講状況報告書）
熊谷市明日の農業担い手育成塾入門研修研修受講状況報告書
年　　月　　日

（研修受講者）
　　　　　　　　　　　　　　様
（研修受入農家）
住　　所
氏　　名
電話番号
　次のとおり、研修受講状況について確認しました。
１　研修実施したうえの所感等
様式４－３（研修受講記録）
研修受講記録
	研修受講者氏名
	

	年　　月　　日（　）
	天気
	

	
	区分
	時間
	作業の内容

	研修内容
	午前
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	午後
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	特記事項
	


研修受講記録
	研修受講者氏名
	

	年　　月　　日（　）
	天気
	

	
	区分
	時間
	作業の内容

	研修内容
	午前
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	午後
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	特記事項
	


様式５
熊谷市明日の農業担い手育成塾入塾候補者推薦書
年　　月　　日
　熊谷市明日の農業担い手育成塾　塾長様
（研修受入農家）
住　　所
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　印
電話番号
　次の者は、当方において実施しました熊谷市明日の農業担い手育成塾入門研修を通じて、基礎的な農作業及び作物の栽培管理等の経験を積み、今後、担い手塾での実践研修へ移行するにあたって適当であると認められますので、貴塾への入塾候補者として推薦します。
記

１　入塾候補者　　　１名
　　　　　　　　　　
住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　研修期間　　　　　　　　年　　月　　日から　　年　　月　　日まで
３　研修内容

年　　月　　日
　研修生

　　　　　　　　　　　　　　　　様
熊谷市明日の農業担い手育成塾
塾　長　　氏　　　　名
熊谷市明日の農業担い手育成塾入門研修受講に関する通知書
　　　年　　月　　日に申込みをいただいた入門研修申込書等を審査した結果、
研修受講に適格と認め、熊谷市明日の農業担い手育成塾入門研修実施要領第８条に基づき受講認定することとなりました。
なお、契約等の手続きに関して後日連絡をしますのでその指示に従ってください。

入門研修の受講料について
入門研修の受講料については、月額２，５００円とする。
　なお、月の途中であっても同額とする。
適用日　令和４年８月１日
入門研修の研修受入農家報酬について
入門研修の研修受入農家報酬は、月額１０，０００円とする。
　なお、月の途中であっても同額とする。
適用日　令和４年８月１日
〔研修受講者の課題や指導結果等〕
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